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日本株式市場を巡る環境を整理 

■米国は雇用統計が堅調であれば、年内利上げの可能性が維持され、円高進行に一定の歯止めがかかること

が考えられます。中国は減速懸念が出ていますが、積極的な景気支援策が行われる可能性もあり、下振れリ

スクは抑制されそうです。日本は、追加の金融緩和に加え財政規模が拡大する可能性も高まっています。景

気や業績に対する見通しは徐々に改善すると見られ、日本株式の上昇が展望できる状況になると見られます。 

■日本の株式市場は、英国の欧州連合（EU）離脱決断以降、大幅な調整を余儀なくされていましたが、原

油市況の反発や、欧米株式市場の株安が一服したことなどから落ち着きを取り戻しつつあります。 

市場は落ち着きを取り戻しつつある 

■英国はEUとの間で離脱手続きを巡って不透明感は続きそうです。市場では、米国や中国などの経済・金融動

向や日本の政策に再び焦点が集まりそうです。 

海外は米中の政策、国内は政府・日銀の政策がカギ 

日本の株式市場 

日本株式は、内外経済見通しの改善で堅調さを取り戻せるかに注目 

日本株式市場を巡る環境の整理 

（注）2016年６月現在。予想は三井住友アセットマネジメント。（出所）各種報道等を基に三井住友アセットマネジメント作成 

内容 見方

日本～政府・日銀の政策が市場の信認を得られるか

参議院選挙(7月10日) これまでのアベノミクスの評価と今後の政策
雇用環境の改善は一定の評価。金融市場の混乱や経済の先行き不安へ

の対処が重要。選挙後の経済対策に期待

金融政策（7月28-29日） 7月に追加緩和実施の可能性高まる
マイナス金利の深堀り、ETF等の増額を予想。市場の信認をどの程度得られ

るかがポイント

ドル円レートのレンジ 95円-100円（7-12月）と予想
日本の経常収支黒字拡大などの円高要因も。円高リスクを抱えつつ、レンジ

内で推移

米国～金融市場の動揺を受け利上げは12月へ後ずれ。内需主導の景気拡大は持続

米国の利上げ時期
「Brexit」による金融市場の動揺を受け、12月に

後ずれすると予想

7月発表の雇用統計が15万人程度と堅調であれば、年内１回の利上げの

可能性は維持される。円高進行の可能性を抑制する効果が期待される

大統領選挙
共和党大会(7月18-21日)、民主党大会(7月

25-28日)に注目

共和党トランプ候補の経済政策に注目。財政の拡大が必要で、大きく拡張

するようであれば、将来のドル安円高要因となる可能性がある

中国～景気減速懸念はあるものの、景気支援型の対策への転換で下支え

投資の低迷と不良債権 夏場にかけてやや減速する懸念
景気支援策で、投資の底上げを図る可能性。また、金融政策を推進するこ

とで不良債権処理を先送りか

元の切り下げ
輸出競争力の向上のために切り下げを実施する

可能性がある

中国が議長国であるG20サミット後、10-12月頃に切り下げの可能性。米

国の利上げの可能性が年後半に後ずれしたことも影響

欧州～欧州連合（EU）の結束と景気への影響

欧州連合（EU）の結束
欧州連合（EU）離脱を問う国民投票の広がり

や英国離脱の欧州経済への影響

英国のEU離脱決定後、EU加盟国の足並みが揃うかが試される。英国は当

面、不透明な地合いが続く

国・地域

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/eu_africa/news160624eu.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news160629us.html

